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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年1月13日(2011.1.13)

【公表番号】特表2010-512372(P2010-512372A)
【公表日】平成22年4月22日(2010.4.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-016
【出願番号】特願2009-540750(P2009-540750)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   9/38     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   3/36     (2006.01)
   Ｃ０５Ｂ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   9/38    ＣＳＰＢ
   Ｃ０７Ｆ   9/38    　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｆ   9/38    　　　Ｄ
   Ｃ１１Ｄ   3/36    　　　　
   Ｃ０５Ｂ  15/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月15日(2010.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式が
　　Ｔ－Ｂ
であるホスホナート化合物。
　式中、Ｂは、式：
　　－Ｘ－Ｎ（Ｗ）（ＺＰＯ3Ｍ2）
を有する部分を含むホスホナートであり、ここで、Ｘは場合によりＣ1－Ｃ12の直鎖、分
枝鎖、環状または芳香族基によって置換されるＣ2－Ｃ50の直鎖、分枝鎖、環状または芳
香族の炭化水素鎖（該鎖および／または該基は、場合によりＯＨ、ＣＯＯＨ、Ｆ、ＯＲ’
、およびＳＲ’（ここで、Ｒ’は、Ｃ1－Ｃ12の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化
水素鎖である）部分によって置換される）；および［Ａ－Ｏ］x－Ａ（Ａは、Ｃ2－Ｃ9の
直鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素鎖であり、ｘは、１～２００の整数である）
から選択され；
　Ｚは、Ｃ1－Ｃ6のアルキレン鎖であり；
　Ｍは、ＨおよびＣ1－Ｃ20の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素鎖から選択さ
れ；
　Ｗは、Ｈ、ＺＰＯ3Ｍ2および［Ｖ－Ｎ（Ｋ）］nＫから選択され、ここで、Ｖは、場合
によりＣ1－Ｃ12の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族基によって置換されるＣ2－Ｃ50の直
鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素鎖（該鎖および／または該基は、場合によりＯ
Ｈ、ＣＯＯＨ、Ｆ、ＯＲ’またはＳＲ’（ここで、Ｒ’は、Ｃ1－Ｃ12の直鎖、分枝鎖、
環状または芳香族の炭化水素鎖である）部分によって置換される）；および［Ａ－Ｏ］x

－Ａ（ここで、Ａは、Ｃ2－Ｃ9の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素鎖であり、
ｘは、１～２００の整数である）から選択され；
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　Ｋは、ＺＰＯ3Ｍ2またはＨであり、ｎは、０～２００の整数であり；
　かつここで、Ｔは以下：
（ｉ）　ＭＯＯＣ－Ｘ－Ｎ（Ｕ）－；
（ii）　ＭＯＯＣ－Ｃ（Ｘ2）2－Ｎ（Ｕ）－；
（iii）　ＭＯＯＣ－Ｘ－Ｓ－；
（IVｉ）　［Ｘ（ＨＯ）n'（Ｎ－Ｕ）n'］n''－；
（Ｖｉ）　Ｕ－Ｎ（Ｕ）－［Ｘ－Ｎ（Ｕ）］n'''－；
（VIｉ）　Ｄ－Ｓ－；
（VIIｉ）　ＣＮ－；
（VIIIｉ）　ＭＯＯＣ－Ｘ－Ｏ－；
（IXｉ）　ＭＯＯＣ－Ｃ（Ｘ2）2－Ｏ－；
（Ｘｉ）　ＮＨＲ’’－；および
（XIｉ）　（ＤＣＯ）2－Ｎ－；
からなる群から選択される部分であり、ここで、Ｍ、Ｚ、ＷおよびＸは、上に定義される
とおりであり；Ｕは、直鎖、分枝鎖、環状または芳香族のＣ1－Ｃ12炭化水素鎖、Ｈおよ
びＸ－Ｎ（Ｗ）（ＺＰＯ3Ｍ2）から選択され；Ｘ2は、独立してＨ、場合によりＣ1－Ｃ12

の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族炭化水素基によって置換される直鎖、分枝鎖、環状ま
たは芳香族のＣ1－Ｃ20の炭化水素鎖から選択され、場合によりＯＨ、ＣＯＯＨ、Ｒ’Ｏ
、Ｒ’Ｓおよび／またはＮＨ2部分によって置換され；ｎ’、ｎ’’およびｎ’’’は独
立して１～１００の整数から選択され；ＤおよびＲ’’は独立して場合によりＣ1－Ｃ12

の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族基によって置換されるＣ1－Ｃ50の直鎖、分枝鎖、環
状または芳香族の炭化水素鎖（該鎖および／または該基は、場合によりＯＨ、ＣＯＯＨ、
Ｆ、ＯＲ’およびＳＲ’（ここで、Ｒ’は、Ｃ1－Ｃ12の直鎖、分枝鎖、環状または芳香
族の炭化水素鎖である）部分によって置換されてもよい）；およびＡ’Ｏ－［Ａ－Ｏ］x

－Ａ（ここで、Ａは、Ｃ2－Ｃ9の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素鎖であり、
ｘは、１～２００の整数であり、Ａ’は場合によりＣ1－Ｃ12の直鎖、分枝鎖、環状また
は芳香族基によって置換されるＣ1－Ｃ50の直鎖、分枝鎖、環状または芳香族の炭化水素
鎖（該鎖および／または該基は、場合によりＯＨ、ＣＯＯＨ、Ｆ、ＯＲ’およびＳＲ’（
ここで、Ｒ’は、上記の意味を有する）部分によって置換されてもよい）から選択される
）から選択され；そしてＤもまたＨと表わされることができるが；
　ただし、以下の化合物は除外される：
　エチレンジアミン－Ｎ－ホスホノメチル－Ｎ’－モノコハク酸、
　１,６－ヘキサメチレンジアミン－Ｎ－ホスホノメチル－Ｎ’－モノコハク酸、
　２－ヒドロキシプロピレン－１,３－ジアミノ－Ｎ－ホスホノメチル－Ｎ’－モノコハ
ク酸、
　１,２－プロピレンジアミン－Ｎ－ホスホノメチル－Ｎ’－モノコハク酸、
　１,３－プロピレンジアミン－Ｎ－ホスホノメチル－Ｎ’モノコハク酸、および
　エチレン－ビス（オキシエチレンニトリロ）－Ｎ－ホスホノメチル－Ｎ’－モノコハク
酸。
【請求項２】
　ホスホナートＢの個々の部分が以下の種：
　ＸはＣ2－Ｃ30または［Ａ－Ｏ］x－Ａ；
　ＶはＣ2－Ｃ30または［Ａ－Ｏ］x－Ａ
（ここで、ＸおよびＶの両方は独立して、ＡはＣ2－Ｃ6およびｘは１－１００）；
　ＺはＣ1－Ｃ3；
　ＭはＨまたはＣ1－Ｃ6；ならびに
　ｎは１－１００、
から選択される、請求項１に記載のホスホナート化合物。
【請求項３】
　Ｔ部分の構造要素が以下：
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　Ｘ2はＨまたはＣ1－Ｃ12；
　ｎ’およびｎ’’は独立して１－５０；
　ｎ’’’は１－１００；
　Ｒ’’はＣ1－Ｃ30またはＡ’Ｏ－［Ａ－Ｏ］x－Ａ；
　ＤはＨ、Ｃ1－Ｃ30またはＡ’Ｏ－［Ａ－Ｏ］x－Ａ，
（ここで、Ｒ’’およびＤの両方は独立して、ＡはＣ2－Ｃ6、ｘは１－１００、およびＡ
’はＣ1－Ｃ30）；
　ＷはＺＰＯ3Ｍ2；および
　ＵはＨ、Ｃ1－Ｃ8、または－Ｘ－Ｎ－（ＺＰＯ3Ｍ2）2、
から選択される、請求項１または２に記載のホスホナート化合物。
【請求項４】
　ホスホナートＢの個々の部分が以下の種：
　ＸはＣ2－Ｃ12または［Ａ－Ｏ］x－Ａ；
　ＶはＣ2－Ｃ12または［Ａ－Ｏ］x－Ａ
（ここで、ＸおよびＶの両方は独立して、ＡはＣ2－Ｃ4およびｘは１－１００）；
　ＭはＨまたはＣ1－Ｃ4；ならびに
　ｎは１－２５
から選択される、請求項１～３のいずれか１項に記載のホスホナート化合物。
【請求項５】
　Ｔの構造要素が以下：
　Ｘ2はＨまたはＣ1－Ｃ10；
　ｎ’、ｎ’’は独立して１－２５；
　ｎ’’’は１－５０；
　Ｒ’’はＣ1－Ｃ16またはＡ’Ｏ－［Ａ－Ｏ］x－Ａ；
　ＤはＨ、Ｃ1－Ｃ16、またはＡ’Ｏ－［Ａ－Ｏ］x－Ａ
（ここで、Ｒ’’およびＤの両方は独立して、ＡはＣ2－Ｃ4およびｘは１－１００）；
　ＸはＣ2－Ｃ12；ならびに
　ＺはＣ1－Ｃ3、
から選択される、請求項１～４のいずれか１項に記載のホスホナート化合物。
【請求項６】
　反応パートナーＴが（ｉ）、（ii）、（IVｉ）、（Ｖｉ）、（Ｘｉ）および（XIｉ）か
らなる群から選択される、請求項１～５のいずれか１項に記載のホスホナート化合物。
【請求項７】
　反応パートナーＴが（iii）、（VIｉ）、（VIIIｉ）および（IXｉ）からなる群から選
択される、請求項１～５のいずれか１項に記載のホスホナート化合物。
【請求項８】
　反応パートナーＴが、以下：
　（ｉ）カプロラクタムまたは６－アミノヘキサン酸；２－ピロリドンまたは４－アミノ
ブタン酸；およびラウリルラクタムまたは１２－アミノドデカン酸；
　（ii）グルタミン酸；メチオニン；リジン；アスパラギン酸；フェニルアラニン；グリ
シン；およびスレオニン；
　（IVｉ）２－エタノールアミン；６－アミノヘキサノール；４－アミノブタノール；ジ
－（２－エタノールアミン）；ジプロパノールアミン；２－（２－アミノエトキシ）エタ
ノール；および３－プロパノールアミン；
　（Ｖｉ）ジアミノトルエン；１,６－ヘキサメチレンジアミン；１,４－ブタンジアミン
；１,２－エチレンジアミン；直鎖または分枝鎖のポリエチレンイミン；およびポリアリ
ルアミン；
　（Ｘｉ）メチルアミン；エチルアミン；プロピルアミン；ブチルアミン；ヘキシルアミ
ン；ヘプチルアミン；オクチルアミン；ノニルアミン；デシルアミン；ドデシルアミン；
アニリン；および直鎖種または分枝鎖種を含むＣ12－Ｃ22脂肪アミン；および
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　（XIｉ）フタルイミド；スクシンイミド；およびマレイミド
から選択される、請求項６に記載のホスホナート化合物。
【請求項９】
　反応パートナーＴが、以下：
　（iii）チオグリコール酸；およびシステイン；
　（VIｉ）メチルチオール；エチルチオール；プロピルチオール；ペンチルチオール；ヘ
キシルチオール；オクチルチオール；チオフェノール；チオナフトール；デシルチオール
；およびドデシルチオール；
　（VIIIｉ）３－ヒドロキシプロパン酸；４－ヒドロキシブタン酸；５－ヒドロキシペン
タン酸；および２－ヒドロキシ酢酸；および
　（IXｉ）酒石酸；ヒドロキシコハク酸；およびα－ヒドロキシイソ酪酸
から選択される、請求項７に記載のホスホナート化合物。
【請求項１０】
　以下の式：
　　Ｙ－Ｘ－Ｎ（Ｗ）（ＺＰＯ3Ｍ2）
を有するホスホナートを、０℃から２００℃の範囲の温度にて７またはそれよりも高いｐ
Ｈを有する水性媒体中において、請求項１～９のいずれか１項において定義されるような
（ｉ）～（XIｉ）から選択される反応パートナーＴと反応させることによって請求項１～
９のいずれか１項に記載のホスホナート化合物を製造するための方法であって、
　Ｙは、ｐＫａが４と等しいかまたは４より小さい共役酸である置換基であり、
　Ｘ、Ｗ、ＺおよびＭは、請求項１～９のいずれか１項において定義される意味を有する
、方法。
【請求項１１】
　温度が５０℃から１４０℃の範囲内であり、ｐＨが８から１４の範囲内であり、ｐＫａ
が１と等しいかまたは１より小さい、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　Ｙが、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＨＳＯ4、ＮＯ3、ＣＨ3ＳＯ3、ｐ－トルエンスルホナートおよ
びそれらの混合物からなる群から選択される、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１３】
　反応が、ヨウジドに対するＴ反応物のモル比が５０００：１から１：１のアルカリ金属
ヨウジドの存在下で行われる、請求項１０～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のホスホナート化合物を含む、分散剤、水処理剤、
スケール防止剤、医薬品、医薬品中間体、洗剤、二次石油採収剤、肥料または微量栄養素
。
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